
（別紙３）

～ 令和8年2月3日

（対象者数） 12 （回答者数） 12

～ 令和8年1月23日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
就労や自立に必要な力の定着を目指し、一人ひとりに合った

支援の見直しを行い、支援の質の向上を図る

2

限られた職員体制であるため、同法人内の職員と連携し、多

角的な視点を取り入れることで、支援方法の幅を広げ、より

適切な支援の提供につなげていく

3
支援内容の継続的な見直しと工夫を行い、より効果的な支援

の充実を図る

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・当事業所を利用されているお子さんの気持ちを優先し、過

ごしやすさを考慮していきたい

・出かける際も周りへの配慮を行う

2

3

就労や自立を見据えた取り組みを行っている

・一人ひとりの特性や発達段階に応じて、支援内容や方法を工

夫し、継続的に支援を行っている

・就労や自立に向けて必要な力（挨拶・相談・報告・援助要

求、時間の管理、作業力、健康管理等）の習得につながる活動

を取り入れている

○事業所名 放課後等デイサービス　ペップ２nd

○保護者評価実施期間
令和8年1月20日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和8年1月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月7日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

適切なアセスメントを行い、ご本人と保護者の方のニーズや課

題を客観的に分析した上で、個別支援計画を作成している

同法人の職員と連携し、支援方法について情報共有や意見交換

を行い、支援方法の見直し、改善に取り組んでいる

個別療育や小集団療育を取り入れた支援を行っている
一人ひとりの特性や課題に応じて、段階的に支援内容を設定

し、効果的な支援となるよう工夫している

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の子どもと活動する機会がない
利用されている児童の方が多感な時期にあたり、人の目を気に

されるお子さんが多い

事業所における自己評価総括表公表


